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１．開発に至った経緯

廃棄貝殻の再利用を目的とした、新たな餌料培養基質を開発

沿岸漁場整備開発事業
（1974年法施行）

カルベース

2000年頃～
カキ・ホタテ等の貝殻

間 伐 材 漁場整備が
積極的に
事業化



販売価格 １２５,９００／枚（税別）

サイズ １,８００×１,８００×３３０ｍｍ

重量 ０．９３９ ｔ

原材料 カキ殻

県内調達率 １００％

（１）カルベースパネル（ＦＰ１．５Ｇ型）

２．製品の特長



天然再生資源であるカキ・ホタテ等の貝殻と、ポーラスコンクリートの
技術を融合させた多孔質増殖素材（Cultivator Base）です。

断面図

（２）多孔質増殖素材

空隙率：50％以上（社内基準値）



鉄筋コンクリートによって支えられた自立型構造で、自由な形状設計で
ＦＰ礁をはじめとする、様々な漁場造成アイテムに装着できます。

カルベース基質

鉄筋コンクリート

ＦＰ1.5Ｇ型への装着

（３） カルベースパネルの構造

カルベースパネル
FP1.5G型

ＦＰ2.00型への装着

ＦＰ3.25型への装着
（上面タイプ）

ＦＰ3.25型への装着
（内枠タイプ）



通水性のある空隙には、魚類の餌となる動物が早期に自然発生的に
生息し、好適な餌料環境が形成されます。

多毛類（選好性餌料）

エビ類（選好性餌料） カニ類（選好性餌料）

貝類（餌料）

端脚類（選好性餌料）
フジツボ等（餌料）
その他（餌料・非餌料）

ホヤ類（餌料）

〔カルベース付着潜入動物〕

（４）餌料環境



表面粗度の高い複雑な構造により海藻の胞子の付着を促進し、付着器が
強固に着床するため、藻場造成の基質に最適です。

砂泥海底にカルベースパネルを直置きするだけで藻場造成ができます。

（５） 藻場造成への寄与

平成28年7月
浮泥に覆われ海藻類は見られない

平成29年5月
カルベースにホンダワラ類が繁茂

延岡市の漁港内に平成27～29年に計5枚のカルベースパネルを設置

平成28年3月設置分

漁港内工事のため引上げ・移設令和2年3月
漁港内工事のため引上げ・移設

アオリイカ
卵 塊

１枚のパネルに
アオリイカの卵塊



製造工場 ：佐々波コンクリート工業株式会社

住 所 : 石川県七尾市万行町５部１２９－１４

（６）県内 製造拠点

いしかわ工場・施設版環境ＩＳＯ
登録番号３４



（７）製造の流れ

カキ殻調達 型枠組立

モルタル混練

貝殻ポーラスコンクリート混練

貝殻ポーラスコンクリート打設

普通コンクリート打設

中型枠引き抜き

加振・仕上げ

蒸気養生・脱型

仮置き養生

出荷

フロー試験

空隙率
試験

寸法
外観検査

１４日以上



有害物質の溶出試験結果
基準：土壌汚染対策法［平成１４年法律第５３号］ 測定方法：平成１５年環境省告示第１８号

試験機関：（株）太平洋コンサルタント分析技術部 基準値：土壌汚染対策法施行規則別表第四

測定物質
カルベース測定

結果
定量下限値 環境基準値

カドミウム及びその化合物 ＜０．００１ ０．００１ ０．０１以下

鉛及びその化合物 ＜０．００１ ０．００１ ０．０１以下

六価クロム化合物 ０．０２２ ０．００５ ０．０５以下

砒素及びその化合物 ＜０．００１ ０．００１ ０．０１以下

水銀及びその化合物 ＜０．０００５ ０．０００５ ０．０００５以下

セレン及びその化合物 ＜０．００１ ０．００１ ０．０１以下

ふっ素及びその化合物 ＜０．０８ ０．０８ ０．８以下

ほう素及びその化合物 ＜０．１ ０．１ １以下

単位：（ｍｇ／Ｌ）

2020年12月17日

（８） カルベース基質の安全性



1 特許技術による新しい素材
天然再生資源であるカキ殻とポーラスコンクリートの技術を融合させた、新しい多孔質増殖素材です

2 カキ殻が海水中に溶け出ない

カキ殻の表面を特許技術でコーティングしており、カキ殻の主成分である炭酸カルシウムが海水中に溶解せず、

持続的に効果を発揮します

3 藻場造成の基質に最適

表面粗度の高い複雑な構造のため、海藻の胞子の付着を促進し、付着器が強固に着床するため、藻場造成の

基質に最適です

4 最適な餌料環境を形成

通水性のある空隙には、魚類が餌として好むエビ・カニ類やゴカイ類等が早期に自然発生的に生息し、最適な餌料
環境を形成します

5 様々な魚礁・増殖礁に装着可能

鉄筋コンクリートに支えられた自立パネル構造で、自由な形状に設計でき、どのような漁場造成アイテムにも装着が

可能です

他社製品との大きな違い

（９） カルベース基質のまとめ



比較表 1

他 社 製 品

他社製品
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カルベース付きＦＰ１．５Ｇ
佐々波地区

他 社 製 品
久木地区

設置基数 ８６ ２０

１基当りのカキ殻使用量 ２８０ｋｇ ４８０ｋｇ

１地区でのカキ殻使用量 ９,６００ｋｇ２４,０８０ｋｇ

水産環境整備事業 広域型増殖場造成工事◎カキ殻使用量

カルベース付きＦＰ１．５Ｇ 他 社 製 品 備 考

安全率（滑動） ２．７０ １．６２ 安定≧１．２

安全率（転倒） ９．４１ ３．８４ 安定≧１．２

◎佐々波地区における安定計算（参考）

（注）１.計算は、「漁港・漁場の施設の設計参考図書」（2015年版）第15編第２章沈設魚礁による。
２.令和５年度中に各社実験に基づき安定計算の見直しを行い、６年度から新基準で設計･実施される。
３.新基準は現計算より厳しい内容となるが、カルベース付きＦＰ１.５Ｇは新基準をクリア済み（未公表）。

比較表 2 カキ殻使用量、安定計算鵜殖場の比較表（Ｈ２９～実施地区）
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カルベース付きＦＰ1.5Ｇ

H16 海藻着生･餌料培養基質「カルベース」を開発

青森県・大分県で実証試験実施

H17～青森県・大分県・熊本県で採用

H29～石川県七尾市佐々波地区で採用

H30.3 石川県エコ・リサイクル認定製品となる

R１～ 石川県七尾市鵜浦地区で採用

R２～ 石川県七尾市黒崎地区で採用

他 社 製 品

採用年度 カルベース付きＦＰ1.5Ｇ 他 社 製 品

H10～27 野崎、佐々波、閨、庵など１５地区

H29 佐々波 久木

R1 鵜 浦 野崎、田尻、庵（補正）

R2 黒 崎 曲、長崎（補正）

R5
弊社の情報収集によれ
ば採用見込みなし

大野木（入札公告済み）
東浜、無関、閨（R５発注見通しと公表）

比較表 ３ 姿図、石川県事業における採用実績比較表（Ｈ１０～）

◎採用実績

◎姿 図



令和２年度曲地区広域型増殖場造成工事その２（シェルナース製作ヤード）
七尾市能登島須曽（旧佐波波止場跡）

2021.8.20撮影2021.8.15撮影

ナニコレ？
目的は？

当方の問いに

シェルナース担当者は
「企業秘密」と一言回答

県担当者に感想を求め
たところ
一切のコメントなし

本日ご出席の皆さんは
如何お感じになられま
すか？



カルベース付きＦＰ１．５Ｇの効果調査

（潜水調査、海藻の坪刈り調査）

テストピースによる餌料動物量の対照実験

①佐々波地区広域型増殖場

カルベース基質 コンクリート

テストピース写真 沈設状況写真取付状況写真

今後５年間程度は
継続実施

３．今後の取組



②舳倉島試験礁のモニタリング

目標4 里海資源の持続的な利用促進
（２）藻場の保全と有効活用
■施策
各海域の環境に合わせた藻場保全対策の実施

⚫ 海藻が着生する基質となる自然石やカキ殻などを利用した増殖場の
整備を県内全域で展開し、藻場の造成を効率的に推進します。

舳 倉 島 試 験 礁
（カルベース付きFP1.5）

令和元年７月
舳倉島灯台南西約1Kmに設置

「いしかわの水産業振興ビジョン」策定（平成29年6月）

36頁

石 川 県 漁 協
海 士 町 自 治 会
海 洋 土 木 ( 株 )

三 者 覚 書



④そ の 他

モニタリング
他社製品との
比較試験

情報収集
含：福井水試

③石川県事業での採用実績

シェルナースと同水準まで！
県生活環境部資源循環推進課の

「強力な推し」が不可欠！
よろしくお願いします！！

増

県水産課発注工事（水産環境整備事業） H29～発注分

カルベース付きFP１．５G
⚫ 佐々波地区（H29～）
⚫ 鵜浦地区（R1～）
⚫ 黒崎地区（R2～）

シェルナース
⚫ 久木地区（H29～）
⚫ 野崎、田尻、庵の3地区（R1～）
⚫ 曲、長崎の2地区（R2～）
⚫ 大野木、東浜、無関、閨の4地区（R5～）

福井県敦賀港湾事務所 発注工事
⚫ カルベースパネル（FP1.5G型） 8枚

R3.11.16 納品



カルベース基質の小型増殖ブロック

カルベースU

カルベースUは、兵庫県、岡山県、福岡県、大分県、熊本県にて採用いただいております。

カルベースパネルのみを海底に設置した事例
（宮崎県延岡市北浦地区港内 水深3～5ｍ 平成28年度）

カルベースパネルのみで海藻着生効果あり！

標準タイプ
（重量：55～130㎏）

60㎝

幅：33～56㎝

・海藻着生に効果があるカルベース基質付きの小型増殖ブロック

・アワビ、ナマコ、ウニ等の隠れ場を有する構造

・軽量機種は人力での設置が可能

設置方法例

高さ：34～57㎝

参 考



・天然再生資源の貝殻（ホタテガイ、アコヤガイ、カキ等）
とポーラスコンクリート技術を融合した「多孔質増殖素材」。

・廃棄される貝殻を有効活用しているため環境に配慮した素材。

・表面粗度が高く、凹凸に富んだ複雑な多孔質構造のため、
海藻類の胞子や卵の着生基質として機能する。

カルベースパネル

カルベースの藻場機能

カルベース基質

カルベース上に海藻の付着器がしっかりと固着

Cultivator Base



カルベース付きFP魚礁における海藻着生事例

ウガノモク・マコンブ
（北海道落部）

フシスジモク・アナアオサ
（北海道余市浜中）

フシスジモク幼体
（北海道余市浜中）

アカモク
（愛媛県上島町）

マコンブ
（北海道熊石）

ワカメ
（熊本県天草）

エンドウモク・クロメ
（石川県佐々波）

クロメ
（大分県佐賀関）

カルベースは「ガラモ場」「アラメ場」「コンブ場」等の藻場造成に効果あり

海藻着生事例の紹介



① 石川県佐々波地区

調査海域 石川県七尾市佐々波地区沖合

事業名 水産環境整備事業 増殖場造成工事

水深 15～16 ｍ（砂質）

設置時期 平成29年度

設置機種 カルベース付きFP1.5G × 28個

調査期間 令和1～5年

設置後2年から6年にかけて4回実施

出典：海上保安庁「海しる」
国土地理院（GSI）

設置位置

カルベース付きFP1.5G



① 石川県佐々波地区

令和1年5月調査

設置後2年

令和3年5月調査

設置後4年
クロメ、アラメ類、ワカメ、
ホンダワラ等の褐藻類が
カルベースパネルを中心に

多数着生

10～20㎝のホンダワラ類
多数着生



① 石川県佐々波地区

令和4年5月調査

設置後5年

令和5年5月調査

設置後6年

ホンダワラ類、クロメ等の
褐藻類の着生

ブロック全体に拡大

経年を重ね、海藻種、着生量、着生範囲がそれぞれ増加

ホンダワラ類、クロメ等の
褐藻類の着生

ホンダワラ類は大きく生長
ブロックにより優占種は
異なるが褐藻類が多数着生
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② 石川県舳倉島地区

調査海域 石川県舳倉島南西部

水深 5～8 ｍ（岩盤）

設置時期 令和1年度

設置機種 カルベース付きFP1.5G試験礁 × 2個

調査期間 令和2～5年

設置後2年から5年にかけて4回実施

出典：海上保安庁「海しる」
国土地理院（GSI）

設置位置

カルベース付きFP1.5G



② 石川県舳倉島地区

令和2年10月調査（設置後1年）

令和4年6月調査（設置後3年）

経年を重ね、安定した海藻着生を確認

海藻の幼体も観察され世代交代の場と
なっている可能性が示唆される令和3年10月調査（設置後2年）

大きな変化なし

ブロック全体にワカメ、ツルアラメが多数着生

令和5年6月調査（設置後4年）

カルベースにツルアラメ幼体が着生

ブロック側面にワカメ着生
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8.1ｍ





第１１回 洋上風力発電展 出展状況 会場：東京ビッグサイト 2023年3月15～17日


